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浩
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学
生
の
就
職
難
に
関
す
る
質
問
主
意
書

学
生
の
就
職
難
に
関
す
る
質
問
主
意
書
を
昨
年
十
一
月
二
十
九
日
に
提
出
（
以
下
、
前
回
質
問
主
意
書
と
い
う
）
し
、
同
年

十
二
月
七
日
に
答
弁
書
の
送
付
を
受
け
た
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
不
明
確
な
と
こ
ろ
も
あ
り
、
改
め
て
確
認
し
た
い
点
が
あ

る
。

一

前
回
質
問
主
意
書
の
二
で
、
政
府
の
就
職
内
定
率
の
改
善
に
向
け
た
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
質
問
を
し
た
と
こ
ろ
、
「
各

都
道
府
県
労
働
局
、
公
共
職
業
安
定
所
等
に
お
い
て
、
平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
六
日
か
ら
同
年
十
二
月
十
五
日
ま
で
の
期

間
を
集
中
取
組
期
間
と
し
て
求
人
開
拓
に
取
り
組
む
」
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
集
中
取
組
期
間
の
成
果
が
ど
の
よ
う

な
も
の
で
あ
っ
た
か
示
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
求
人
開
拓
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
て
い
る
の
か
示
さ
れ
た
い
。

二

前
回
質
問
主
意
書
の
三
で
、
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
の
実
績
に
対
す
る
質
問
を
し
た
と
こ
ろ
、
「
平
成
二
十
二
年
四
月

か
ら
同
年
十
月
末
ま
で
の
間
に
、
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
タ
ー
の
支
援
に
よ
り
、
一
万
二
千
八
百
十
八
人
が
就
職
の
内
定
を
得
て
お

り
、
特
に
同
年
十
月
の
一
か
月
間
に
お
い
て
は
、
三
千
四
百
九
十
九
人
が
就
職
の
内
定
を
得
て
い
る
」
と
の
答
弁
で
あ
っ
た

が
、
こ
の
数
字
の
根
拠
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
算
出
し
た
も
の
か
示
さ
れ
た
い
。

一



関
連
し
て
、
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
タ
ー
の
ど
の
よ
う
な
支
援
が
効
果
的
で
あ
っ
た
か
、
そ
の
具
体
例
を
示
さ
れ
た
い
。

三

同
じ
く
前
回
質
問
主
意
書
の
三
で
、
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
の
周
知
に
対
す
る
質
問
を
し
た
と
こ
ろ
、
「
引
き
続
き
、

ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
学
校
等
へ
の
訪
問
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
る
広
報
に
よ
り
就
職
活
動
中
の
学
生
等
に
対
す
る

周
知
を
図
り
、
そ
の
活
用
の
促
進
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。
」
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
が
、
学
校
訪
問
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
周

知
だ
け
で
充
分
認
知
さ
れ
て
い
る
と
お
考
え
な
の
か
。
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
タ
ー
が
大
き
な
効
果
を
上
げ
て
い
る
な
ら
ば
、
よ
り

周
知
徹
底
を
行
う
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
例
え
ば
、
大
学
一
、
二
年
時
か
ら
の
制
度
の
活
用
を
Ｐ
Ｒ
す
る
よ
う
な
取

組
み
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
認
識
を
示
さ
れ
た
い
。

関
連
し
て
、
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
タ
ー
の
学
生
へ
の
認
知
率
に
つ
い
て
把
握
し
て
い
る
数
字
を
示
さ
れ
た
い
。

四

新
卒
就
職
者
の
離
職
率
が
、
大
卒
者
で
三
十
一
�
一
％
（
三
年
以
内
の
離
職
率
で
、
平
成
十
九
年
卒
業
生
）
と
高
い
数
字

で
推
移
し
て
い
る
。
近
年
に
お
け
る
雇
用
環
境
の
変
化
も
原
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
一
番
の
問
題
は
企
業
と
被
雇
用

者
と
の
間
の
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
に
よ
る
も
の
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
。

同
様
に
新
卒
の
就
職
活
動
の
時
点
で
も
、
採
用
意
欲
の
あ
る
中
小
企
業
と
大
企
業
を
中
心
に
就
職
活
動
を
行
っ
て
い
る
学

生
と
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。

二



ミ
ス
マ
ッ
チ
の
解
消
に
は
、
前
述
し
た
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
タ
ー
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
の
取
組
み
も
当
然
、
必
要
で
あ
る
が
、

学
生
時
か
ら
の
職
業
教
育
の
実
践
等
の
構
造
的
な
改
革
の
必
要
性
が
問
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
政
府
の
見
解
を

示
さ
れ
た
い
。

五

今
春
卒
業
予
定
の
大
学
生
の
就
職
内
定
率
が
昨
年
十
二
月
一
日
時
点
で
、
六
十
八
�
八
％
と
過
去
最
低
で
あ
っ
た
。
こ
の

数
字
は
就
職
希
望
者
の
中
の
就
職
内
定
者
の
割
合
の
数
字
で
あ
る
が
、
卒
業
予
定
者
全
体
の
中
の
就
職
内
定
者
の
割
合
（
就

職
率
）
に
つ
い
て
、
把
握
し
て
い
る
数
値
を
示
さ
れ
た
い
。

六

政
府
は
今
年
度
卒
業
生
の
最
終
的
な
就
職
内
定
率
が
、
ど
の
程
度
に
な
る
と
試
算
し
て
い
る
の
か
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


